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CERI 有害性評価書について 

 
化学物質は、私たちの生活に欠かせないものですが、環境中への排出などに伴い、ヒト

の健康のみならず、生態系や地球環境への有害な影響が懸念されています。有害な影響の

程度は、有害性及び暴露量を把握することにより知ることができます。暴露量の把握には、

実際にモニタリング調査を実施する他に、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管

理の促進に関する法律  (化学物質排出把握管理促進法) に基づく化学物質の排出量情報の

活用などが考えられます。  

CERI 有害性評価書は、化学物質評価研究機構 (CERI) の責任において、原版である化学

物質有害性評価書 (http://www.safe.nite.go.jp/data/sougou/pk_list.html?table_name=hyoka) を

編集したものです。実際に化学物質を取り扱っている事業者等が、化学物質の有害性につ

いて、その全体像を把握する際に利用していただくことを目的としています。 

予想することが困難な地球環境問題や新たな問題に対処していくためには、法律による

一律の規制を課すだけでは十分な対応が期待できず、事業者自らが率先して化学物質を管

理するという考え方が既に国際的に普及しています。こうした考え方の下では、化学物質

の取り扱い事業者は、法令の遵守はもとより、法令に規定されていない事項であっても環

境影響や健康被害を未然に防止するために必要な措置を自主的に講じることが求められ、

自らが取り扱っている化学物質の有害性を正しく認識しておくことが必要になります。こ

のようなときに、CERI 有害性評価書を活用いただければと考えています。 

CERI 有害性評価書は、化学物質の有害性の全体像を把握していただく為に編集したもの

ですので、さらに詳細な情報を必要とする場合には、化学物質有害性評価書を読み進まれ

ることをお勧めいたします。また、文献一覧は原版と同じものを用意し、作成時点での重

要文献を網羅的に示していますので、独自に調査を進める場合にもお役に立つものと思い

ます。 

なお、化学物質有害性評価書は、新エネルギー･産業技術総合開発機構 (NEDO) からの委

託事業である「化学物質総合評価管理プログラム」の中の「化学物質のリスク評価および

リスク評価手法の開発プロジェクト」において作成したものです。 
 
 

財団法人化学物質評価研究機構 
                              安全性評価技術研究所 
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1．化学物質の同定情報 

 
酢酸 2-エトキシエチル 物質名 
エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート 
エチレングリコールアセテート 
エチレングリコール酢酸モノエチル 
セロソルブアセテート 

化学物質排出把握管理促進法 政令号番号 1-101 
化学物質審査規制法 官報公示整理番号 2-740 
CAS登録番号 111-15-9 
構造式 

 
 

C

O

OH3C CH2 CH2 O CH2 CH3 

分子式 C6H12O3 

分子量 132.16 

 

 

2．我が国における法規制 

 
法 律 名 項   目 

化学物質排出把握管理促進法 第一種指定化学物質 
消防法 危険物第四類第二石油類 
労働安全衛生法 危険物引火性の物、 

第二種有機溶媒 (含有量が 5 重量％を超えるもの)、 
名称等を表示すべき有害物 (含有量が 5 重量％を超えるもの)、
名称等を通知すべき有害物、管理濃度 5 ppm 

海洋汚染防止法 有害液体物質 C 類 
船舶安全法 引火性液体類 
航空法 引火性液体 
港則法 引火性液体類 

 

 

3．物理化学的性状 

 
項   目 特 性 値 出   典 

外 観 無色液体 Merck, 2001 
融 点 -62℃ IPCS, 1999 
沸 点 156℃ Merck, 2001 
引 火 点 51.1℃ (密閉式) 

47℃ (密閉式) 
56℃ (開放式) 

IPCS, 1999 
NFPA, 2002 
Merck, 2001 

発 火 点 379℃ 
380℃ 

IPCS, 1999 
NFPA, 2002 

爆 発 限 界 1.7～14 vol% (空気中) 
1.7～10 vol% (空気中) 

IPCS, 1999 
NFPA, 2002 

比 重 0.975 (20℃/20℃) Merck, 2001 
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項   目 特 性 値 出   典 
蒸 気 密 度 4.56 (空気 = 1) 計算値 
蒸 気 圧 160 Pa (20℃)、510 Pa (30℃) Verschueren, 2001 
分 配 係 数 log Kow = 0.59 (推定値)  SRC:KowWin, 2003 
解 離 定 数 解離基なし  
土 壌 吸 着 係 数 Koc = 2 (推定値) SRC:PcKocWin, 2003 

水：247g/L (20℃) SRC:PhysProp, 2002 溶 解 性 
メタノール、アセトン、ベンゼンなどの

有機溶媒：可溶 
U.S.NLM: HSDB, 2002 

ヘ ン リ ー 定 数 0.324 Pa･m3/mol (25℃、測定値) SRC:HenryWin, 2003 
換 算 係 数 
(気相、 2 0 ℃ ) 

1 ppm = 5.49 mg/m3 
1 mg/m3 = 0.182 ppm 

計算値 

 

 

4．製造輸入量・用途情報 (表 4-1、表 4-2) 

 

表4-1 製造・輸入量等 (トン) 
年 1998 1999 2000 2001 2002 

製造量 2,700  3,100 2,400 1,800 1,900 
輸入量 1,079  577  841  507  224 
輸出量  219   23   31   29  150 
国内供給量 3,600 3,700 3,200 2,300 2,000 

出典：製造量, 国内供給量；製品評価技術基盤機構 (2004)、輸出入量；財務省 (2003) 

 

 

また、酢酸 2-エトキシエチルの 2001 年度の製造・輸入量は 1,000～10,000 トンの範囲との情

報もある (経済産業省, 2003)。ただし、ここでの製造量は出荷量を意味し、自家消費分を含ん

でいない。 

 

表4-2 用途別使用量の割合 

用途 
割合 
(%) 

塗料用 40 
印刷インキ用 40 溶剤 

電子材料用 (レジストインキ用) 20 
合計 100 

出典：製品評価技術基盤機構 (2004) 
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5．環境中運命 

5.1 大気中での安定性  (表 5-1) 

 

表 5-1 対流圏大気中での反応性 
対 象 反応速度定数 (cm3/分子/秒) 濃 度 (分子/cm3) 半減期 

OH ラジカル 1.3×10-11 (25℃、測定値) 5×105～1×106  0.6～1 日 
オゾン データなし 
硝酸ラジカル データなし 

出典：SRC, AopWin Estimation Software, ver. 1.90. (反応速度定数) 

 

 

5.2 水中での安定性 

5.2.1 非生物的分解性 

酢酸 2-エトキシエチルの 25℃における加水分解半減期は、pH 7 では 305 日、pH 8 では 30 日

と推定されている (SRC:HydroWin, 2003) ので、水環境中ではゆっくりではあるが加水分解され

ると推定される。 

酢酸 2-エトキシエチルの加水分解生成物としては、酢酸及び 2-エトキシエタノールが報告さ

れている (通商産業省, 1976)。 

 

5.2.2 生分解性 

酢酸 2-エトキシエチルは、好気的条件下で生分解され、嫌気的条件下でもゆっくりではある

が生分解されると推定される。 

 

a 好気的生分解性 (表 5-2、表 5-3) 

 

表 5-2 化学物質審査規制法に基づく生分解性試験結果 
分解率の測定法 分解率 (%) 判定結果 

生物化学的酸素消費量 (BOD) 測定 87 
全有機炭素 (TOC) 測定 99 
ガスクロマトグラフ (GC) 測定 100 

良分解性 

被験物質濃度：100 mg/L、活性汚泥濃度：30 mg/L、試験期間：2 週間 
出典：通商産業省 (1976) 通商産業公報 (1988 年 5 月 28 日) 

 

 

表 5-3 その他の好気的生分解性試験結果 
試験方法 被試験物質

濃度 
試験期間 分解率 出  典 

汚染河川由来の微生物を用い

た試験 (TOC die-away 法) 
37 mg/L 2 週間 51～100% 

(TOC) 
奥田ら, 1991 
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ｂ 嫌気的生分解性  

調査した範囲内では、酢酸 2-エトキシエチルの嫌気的生分解性測定に関する報告は得られて

いない。 

しかし、酢酸 2-エトキシエチルの加水分解生成物 (5.2.1 参照) については次の報告がある。

2-エトキシエタノールについては未馴化の微生物を用いた嫌気的条件下での分解半減期は 28～

112 日 (Howard et al., 1991)、酢酸については 7 日間の嫌気的条件下での生分解性試験で溶存有

機炭素 (DOC) 測定での分解率は 99%としている (Kameya et al, 1995）。 

 

5.3 環境水中での動態 

酢酸 2-エトキシエチルは、水に対する溶解度が 247 g/L (20℃)、蒸気圧が 160 Pa (20℃)、ヘン

リー定数が 0.324 Pa･m3/mol (25℃) である (3 章参照)。ヘンリー定数を基にした水中から大気中

への酢酸 2-エトキシエチルの揮散による消失半減期は、水深 1 m、流速 1 m/秒、風速 3 m/秒の

モデル河川では 24 日、水深 1 m、流速 0.05 m/秒、風速 0.5 m/秒のモデル湖水では 180 日と推算

される (Lyman et al., 1990)。 

酢酸 2-エトキシエチルは、土壌吸着係数 (Koc) の値が 2 (3 章参照) であるので、水中の懸濁

物質及び底質には吸着され難いと推定される。 

以上のこと及び 5.2 の結果より、環境水中に酢酸 2-エトキシエチルが排出された場合は、一

部は加水分解及び揮散により除去される可能性があるが、主に生分解により除去されると推定

される。 

 

5.4 生物濃縮性 

調査した範囲内では、酢酸 2-エトキシエチルの生物濃縮係数 (BCF) の測定値に関する報告は

得られていない。 

しかし、酢酸 2-エトキシエチルのオクタノール/水分配係数 (log Kow) の値は 0.59 (3 章参照) 

であることから、BCF は 3.2 と計算されており (SRC:BcfWin, 2003)、水生生物への濃縮性は低

いと推定される。 

 

 

6．環境中の生物への影響 

6.1 水生生物に対する影響 

6.1.1 藻類に対する毒性 (表 6-1) 

淡水緑藻のセレナストラムを用いた生長阻害試験で、バイオマス及び生長速度によって算出

した 72 時間 EC50はいずれも 1,000 mg/L 超、NOEC も 1,000 mg/L 以上であった (環境省, 2002a)。 
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表 6-1 酢酸 2-エトキシエチルの藻類に対する毒性試験結果 
生物種 試験法/ 

方式 
温度 
(℃) 

エンドポイント 濃度 
(mg/L) 

文献 

淡水 
Selenastrum 
capricornutum 1) 
(緑藻、ｾﾚﾅｽﾄﾗﾑ) 

OECD 201 
GLP 
止水 

 

23±2  
72 時間 EC50 

24-48 時間 EC50 

24-72 時間 EC50 
0-72 時間 EC50

2) 
72 時間 NOEC 
24-48 時間 NOEC
24-72 時間 NOEC
0-72 時間 NOEC2)

 

生長阻害 
ﾊﾞｲｵﾏｽ 
生長速度

生長速度

生長速度

ﾊﾞｲｵﾏｽ 
生長速度

生長速度

生長速度

 

 
>1,000 
>1,000 
>1,000 
>1,000 
≧1,000 
≧1,000 
≧1,000 
≧1,000 

(a, n) 

環境省, 2002a 
 

(a, n): 被験物質の測定濃度が設定値の±20%以内であったため設定濃度で表示 
1) 現学名：Pseudokirchneriella subcapitata、2) 文献をもとに再計算した値 

 

 

6.1.2 無脊椎動物に対する毒性 (表 6-2) 

急性毒性について、オオミジンコに対する 48 時間 EC50 (遊泳阻害) は 197 mg/L であった (環

境省, 2002b)。また、ホタルヒダリマキガイに対する 96 時間 LC50 は 65.2 mg/L であった 

(Holcombe et al., 1984)。 

海産種では、ブラインシュリンプに対する 24 時間 LC50 が 4,000 mg/L であった (Price et al., 

1974)。 

長期毒性については、オオミジンコの 21 日間繁殖試験での 21 日間 NOEC が 44.4 mg/L であ

った (環境省, 2002c)。 

 

表 6-2 酢酸2-エトキシエチルの無脊椎動物に対する毒性試験結果 
生物種 大きさ/

成長段階

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンド 

ポイント 
濃度 

(mg/L) 
文献 

淡水 
ND 止水 ND ND 8.0±

0.2 
EC50 
21 日間 NOEC 

繁殖 

> 100 
30 

Huls, 1988b

OECD 
202 
GLP 
止水 

20±1 35.5 7.3-
7.9

 

48 時間 EC50 

48 時間 NOEC
遊泳阻害 

197 
100 

(a, n) 

環境省, 
2002b 
 

Daphnia magna 
(甲殻類、ｵｵﾐｼﾞ

ﾝｺ) 

生後 
24 時間

以内 
 

OECD 
211 

半止水 

20±1 238-282 7.1-
7.9

21 日間 LC50 

21 日間 EC50 

21 日間 NOEC
21 日間 LOEC
繁殖 

>97.4 
>97.4 
44.4 
97.4 
(a, n) 

環境省, 
2002c 

Aplexa 
hypnorum 
(貝類、ﾎﾀﾙﾋﾀﾞ

ﾘﾏｷｶﾞｲ) 

成体 止水 24.6
±1.4

44.9 6.9 
-7.7

96 時間 LC50 65.2 
(m) 

Holcombe 
et al., 1984 

海水 
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生物種 大きさ/
成長段階

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンド 

ポイント 
濃度 

(mg/L) 
文献 

Artemia salina 
(甲殻類、ﾌﾞﾗｲ

ﾝｼｭﾘﾝﾌﾟ) 

幼生 止水 24.5 ND ND 24 時間 LC50 4,000 Price et al., 
1974 

ND: データなし、(a, n): 被験物質の測定濃度が設定値の±20%以内であったため設定濃度で表示、(m): 測定

濃度 

 

 

6.1.3 魚類に対する毒性 (表 6-3) 

淡水魚に対する 96 時間 LC50 の範囲は 41～52 mg/L であり、魚種間での変動は非常に少なか

った。最小値はブルーギルに対する 41 mg/L であった (Bailey et al., 1985)。 

調査した範囲内では、酢酸 2-エトキシエチルの海水魚及び長期毒性の報告は得られていない。 

 

表 6-3 酢酸2-エトキシエチルの魚類に対する毒性試験結果 
生物種 大きさ/

成長段階 
試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント 濃度

(mg/L) 
文献 

淡水 
31-35 日

齢 
流水 24.6

±1.4
44.9 6.9 

-7.7
96 時間 LC50 42.2 

(m) 
Holcombe et 
al., 1984 

ND 流水 24 43.2 7.2 96 時間 LC50 42.1 
(m) 

Geiger et al., 
1985 

Pimephales 
promela 
(ﾌｧｯﾄﾍｯﾄﾞﾐﾉ-) 

26-34 日

齢 
流水 25 42 7.8 96 時間 LC50 42.8 

(m) 
Broderius et 
al., 1995 

Oryzias latipes 
(ﾒﾀﾞｶ) 

平均体長 
2.2 cm 

平均体重 
0.19 g 

OECD  
203 
GLP 

半止水 

24±1 26 7.1-7
.6 

96 時間 LC50 42.3 
(a, n) 

環境省, 
2002d 
 

U.S. 
EPA 
止水 

7.6-
7.9 

96 時間 LC50 52 
(m) 

Lepomis 
macrochirus 
(ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ) 

3.65 cm
0.90 g 

流水 

22 
±1 

31.2 

6-8 96 時間 LC50 41 
(m) 

Bailey et al., 
1985 
 

Leuciscus idus 
(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｵﾙﾌｪ、
ｺｲ科) 

ND 止水 20 
±1 

ND ND 48 時間 LC50 107 Juhnke & 
Luedemann,
1978 

Carassaius 
auratus 
(ｷﾝｷﾞｮ) 

ND 止水 20 
±1 

ND 6-8 24 時間 LC50 

 
160 
(m) 

Bridie et al., 
1979 

Ictalurus 
punctatus 
(ｱﾒﾘｶﾅﾏｽﾞ) 

3-4 g 流水 24.6
±1.4

44.9 6.9 
-7.7

96 時間 LC50 44.8 
(m) 

Holcombe et 
al., 1984 

ND: データなし、(a, n): 被験物質の測定濃度が設定値の±20%以内であっため設定濃度で表示、(m): 測定濃度、

密閉: 試験容器上端まで試験液を満たしてヘッドスペースはない状態 
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6.2 環境中の生物への影響 (まとめ) 

酢酸 2-エトキシエチルの環境中の生物に対する毒性影響については、致死、生長阻害、遊泳

阻害などを指標に検討が行われている｡ 

藻類については、セレナストラムの生長阻害試験における 72 時間 EC50 が生長速度による算

出で 1,000 mg/L 超であった。この値は GHS 急性毒性有害性区分に該当しない。72 時間 NOEC

は、セレナストラムを用いた上記試験での 1,000 mg/L 以上であった。 

無脊椎動物に対する急性毒性については、甲殻類のオオミジンコに対する 48 時間 EC50 (遊泳

阻害) は 197 mg/L であり、この値は GHS 急性毒性有害性区分に該当しない。また、貝類のホ

タルヒダリマキガイに対する 96 時間 LC50 が 65.2 mg/L との報告もある。長期毒性については、

オオミジンコの 21 日間繁殖試験での繁殖を指標とした 21 日間 NOEC が 44.4 mg/L であった。 

魚類に対する最小の 96 時間 LC50 はブルーギルに対する 41 mg/L であった。この値は GHS 急

性毒性有害性区分 III に相当し、有害性を示す。調査した範囲内では、海水魚及び長期毒性の

報告は得られていない。 

 

以上から、酢酸 2-エトキシエチルの水生生物に対する急性毒性は、魚類に対して GHS 急性

毒性有害性区分 III に相当し、有害性を示す。長期毒性についての NOEC は、藻類では 1,000 mg/L

以上、甲殻類では 44.4 mg/L である。 

得られた毒性データのうち、水生生物に対する最小値は、魚類のブルーギルに対する 96 時間

LC50 の 41 mg/L である。 

 

 

7．ヒト健康への影響 

7.1 生体内運命 (図 7-1) 

酢酸 2-エトキシエチルは、肺及び皮膚から容易に吸収され、エチレングリコールモノエチル

エーテル (EGEE) への分解がみられている。従って、酢酸 2-エトキシエチルの代謝は EGEE の

それと同様である。 

EGEE の代謝には 2 経路が考えられており、第 1 は EGEE がエトキシ酢酸へ酸化され、さら

にグリシン抱合体になって排泄される経路である。ヒトの場合、エトキシ酢酸は尿中にフリー

で排泄され、実験動物では多くがグリシン抱合体として排泄される。第 2 は O-デアルキラーゼ

によって EGEE がエチレングリコールに代謝される経路である。 

多くの試験結果から、代謝物であるエトキシ酢酸の生体内滞留が、標的臓器で観察された毒

性の原因であると推定され、毒性学的に重要であり、エトキシ酢酸のグリシン抱合体は動物で

みられるが、ヒトではみられず、ヒトではラットに比べてエトキシ酢酸の生体内滞留時間が長

いため、より高い毒性影響がみられると考えられている。 
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図 7-1 酢酸2-エトキシエチルの代謝経路 (出典：GDCh BUA, 1995) 

 

 

7.2 疫学調査及び事例 (表 7-1) 

ヒトへの影響に関しては、酢酸2-エトキシエチルによる影響と明確に評価できる報告例はな

い。 

 

表 7-1  酢酸2-エトキシエチルの疫学調査及び事例 
対象集団 

性別・人数 
暴露状況/暴露量 結 果 文 献 

造船所 
韓国 
男性塗装工 
57 人 

酢酸 2-エトキシエチルを含

む混合溶媒に暴露 
低濃度暴露群：平均 1.76 
ppm 
高濃度暴露群：平均 3.03 
ppm 
(溶媒にはトルエン、キシレ

ン、メチルイソブチルケト

ンを含む) 
吸入暴露、経皮暴露 

高濃度暴露群で白血球数の減少 Kim et al., 
1999 
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対象集団 
性別・人数 

暴露状況/暴露量 結 果 文 献 

米国の半導体製造工場 
女性労働者 
男性労働者の配偶者 

6 か月 
 
酢酸 2-エトキシエチルを含

むエチレングリコールモノ

メチルエーテル及びジエチ

レングリコールジメチルエ

ーテルなどのエチレングリ

コール類に暴露 
 
非暴露群 
中濃度暴露群 
高濃度暴露群 

非暴露群、中濃度暴露群及び高濃度

暴露群に分けた場合、女性労働者で

は自然流産の発生率がそれぞれ

14.8、18.9、33.3％と使用量に用量依

存性があり、有意に増加。 
両暴露群の女性労働者及び両暴露群

の男性労働者の配偶者に妊娠遅延の

増加。 
出生児の体重及び早産の発生につい

て有意差なし 

Gray et al., 
1996 

シンガポールの液晶デ

ィスプレー製造工場 
女性労働者(既婚者を含

む)：52 人 
対照群：55 人 

時間荷重平均  (TWA) 値 : 
平均 0.51 ppm 
交替終了時尿中エトキシ酢

酸濃度: 0.16 mg/g クレアチ

ニン 

月経周期、期間への影響なし Chia et al., 
1997 
 

 

 

7.3 実験動物に対する毒性 

7.3.1 急性毒性 (表 7-2) 

経口投与での LD50 は、ラットで 2,900～7,500 mg/kg、モルモットで 1,910 mg/kg、ウサギでは

1,950 mg/kg である。吸入暴露での LC50 は、ラットで 8,100～12,100 mg/m3 (8 時間)である。経

皮投与での LD50 は、モルモットで 18,800 mg/kg、ウサギでは 10,300～10,500 mg/kg である。 

主な毒性症状としては、ラットに酢酸2-エトキシエチル2,000 ppmを4時間吸入暴露した試験

で血尿がみられ、ラットに経口投与 (用量不明) した試験で腎臓の肥大が認められた。 

 

表 7-2 酢酸2-エトキシエチルの急性毒性試験結果 

 マウス ラット モルモット ウサギ 

経口 LD50 (mg/kg) ND 2,900-7,500 1,910 1,950 

吸入 LC50 (mg/m3) ND 8,100-12,100 (8 時間) ND ND 

経皮 LD50 (mg/kg) ND ND 18,800 10,300-10,500 

腹腔内 LD50 (mg/kg) 1,420 ND > 973 ND 

腹腔内 LD50 (mg/kg) > 4,865 ND ND ND 

静脈内 LD50 (mg/kg) 3,623 2,213-3,250 ND 836 
ND: データなし   

 

 

7.3.2 刺激性及び腐食性 (表 7-3) 

動物実験では、酢酸2-エトキシエチルは眼、皮膚に軽度の刺激性を示す。 
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表 7-3 酢酸2-エトキシエチルの刺激性及び腐食性試験結果 
動物種・性別・

週齢 
試験法 

投与方法 
投与期間 投与量 結 果 文献 

ウサギ 皮膚一次刺激性 
閉塞適用 
ドレイズ法 

24 時間 ND 軽度の刺激性 
 

Truhaut et al., 1979 

モルモット 
ウサギ 

皮膚一次刺激性 
閉塞適用 

24 時間 ND 軽度の刺激性 Eastman, 1982 

ウサギ 皮膚一次刺激性 
閉塞適用 

24 時間 ND 刺激性なし Gelbke, 1982 

ウサギ 眼一次刺激性 
ドレイズ法 

24 時間 
 

30％溶液 
0.1 mL 

軽度の刺激性 Kennah et al., 1989 

ウサギ 眼一次刺激性 ND ND 軽度の刺激性 Carpenter & Smyth, 
1946 

ウサギ 眼一次刺激性 ND ND 軽度の刺激性 Union Carbide, 1967
ウサギ 眼一次刺激性 ND ND 軽度の刺激性 von Oettingen & 

Jirouch, 1931 
ウサギ 
6 匹 

眼一次刺激性 
ドレイズ法 

24 時間 ND 刺激性なし Truhaut et al., 1979 

ウサギ 
6 匹 

眼一次刺激性 
ドレイズ法 

24 時間 ND 刺激性なし Gelbke, 1982 

 

 

7.3.3 感作性 

調査した範囲内では、酢酸 2-エトキシエチルの感作性に関する試験報告は得られていない。 

 

7.3.4 反復投与毒性 (表 7-4) 

酢酸 2-エトキシエチルの反復投与毒性については、マウス、ラットを用いた経口投与試験、

ラット、ウサギ、イヌを用いた吸入暴露試験が行われており、精巣及び腎臓への影響や白血球

数の減少がみられている。なお、吸入暴露での NOAEL は得られていない。 

雄の ICR マウスに酢酸 2-エトキシエチル 0、500、1,000、2,000、4,000 mg/kg/日を 5 日間/週、

5 週間強制経口投与した試験で、1,000 mg/kg/日以上に精巣重量の減少、精細管、精子、精子細

胞、精母細胞の減少、2,000 mg/kg/日以上で用量依存的な白血球数の減少、4,000 mg/kg/日で死

亡 (3/5 例) と精細管径の縮小、精子及び精子細胞の消失並びに精母細胞の著しい減少、間細胞

の増加、凝固腺を含む精のう重量の減少がみられた (Nagano et al., 1979,1984)。これらの結果か

ら、本評価書では NOAEL を 500 mg/kg/日と判断する。 

 

表 7-4 酢酸2-エトキシエチルの反復投与毒性試験結果 
動物種等 投与 

方法 
投与期間 投与量 結    果 文献 

マウス 
ICR 
雄 
5 匹/群 

経口投与 5 週間 
5 日間/週 

0、500、1,000、
2,000、4,000 
mg/kg/日 

1,000 mg/kg/日以上: 
精巣重量の減少、精細管、精子、精子

細胞及び精母細胞の減少 
2,000 mg/kg/日以上: 

用量依存的な白血球数の減少 
4,000 mg/kg/日: 

死亡 (3/5 例)、精細管径の減少、精子

Nagano et 
al., 1979; 
1984  
 



 

 
http://www.cerij.or.jp 

11

動物種等 投与 
方法 

投与期間 投与量 結    果 文献 

及び精子細胞の消失並びに精母細胞の

著しい減少、間細胞の増加、凝固腺を

含む精嚢重量の減少 
 
NOAEL = 500 mg/kg/日（本評価書の判断） 

ラット 
Wistar 
雄 
20 匹 

経口投与 
(飲水) 

2 週間 0、5,400 ppm 5,400 ppm 
尿中エトキシ酢酸の検出（1.6±0.4 
mol/mol クレアチニン） 
尿中コハク酸脱水素酵素活性の低下、

アンモニア及びグリコサミノグリカン

量の減少 

Liesibuori et 
al., 1999 

ラット 
Wistar 
雌雄 
10 匹/群 

吸入暴露 10 か月間 
4 時間/日 
5 日間/週 

0、200 ppm 
(0、1,098 
mg/m3) 

200 ppm 
体重、血液検査、尿検査及び剖検にお

いて異常なし 
病理組織学的検査において、雄のみで

硝子状及び顆粒状尿円柱を伴う尿細管

上皮の変性を特徴とする腎炎 

Truhaut et 
al., 1979 

ウサギ 
New 
Zealand 
雌雄 
2 匹/群 

吸入暴露 10 か月間 
4 時間/日 
5 日間/週 

0、200 ppm 
(0、1,098 
mg/m3) 

200 ppm 
体重、血液検査、尿検査及び剖検にお

いて異常なし 
病理組織学的検査において、雌雄で硝

子状及び顆粒状尿円柱を伴う尿細管上

皮の変性を特徴とする腎炎 

Truhaut et 
al., 1979 

イヌ 吸入暴露 6 か月間 
7 時間/日 
5 日間/週 

0、600 ppm 異常なし 
 

Carpenter, 
1947 

 

 

7.3.5 生殖・発生毒性 (表 7-5) 
 酢酸2-エトキシエチルの生殖・発生毒性については、マウスを用いた連続交配試験、ラット

及びウサギを用いた発生毒性試験が行われている。 
雌雄のマウスに酢酸2-エトキシエチルを経口 (飲水) 投与した連続交配試験で、F0世代に対し

ては、生存児 (F1) 数の減少、F1世代に対しては、精巣上体重量及び精子数の減少がみられ、生

殖毒性のNOAELはF0世代、F1世代共に0.5% (931 mg/kg/日) である (U.S. NTP, 1985)。 

妊娠マウス、ラット及びウサギを用いた発生毒性試験では、母動物に対しては、体重の低値、

吸収胚の増加及び生存胎児数の減少が認められ、胎児に対しては、母動物に毒性がみられる用

量、あるいはそれより低用量で、体重の低値、骨化遅延等の発育抑制作用、さらに高用量では

外表奇形、内臓奇形及び骨格奇形がみられている。酢酸2-エトキシエチルの発生毒性に対する

NOAELは、F344ラットの妊娠6～15日に吸入暴露した試験での内臓変異の発生率増加を指標と

した、50 ppm (270 mg/m3) である (Tyl et al., 1988)。 
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表 7-5 酢酸2-エトキシエチルの生殖・発生毒性試験結果 
動物種・性

別・週齢 
投与方法 投与期間 

投与量 
結    果 文献 

0、0.5、1.0、2.0% 
(0、931、1,856、3,054 mg/kg/日相

当) 
 
Task2 
交配前1週間 
交配期間14週間及び交配期間終

了後3週間 (分娩、哺育期間) 

0.5%以上:  
症状、体重変化なし 

1.0%以上:  
妊娠回数及び産児数減少、出生児体

重低値 
2.0% 

受胎率 (妊娠ペア / 同居ペア) 低
下 (14/19) 

非投与雌雄との交配結果 
 
受胎率 (妊娠ペア / 同居ペア) 低下 
雄 雌 受胎率 コメント 
0% 0% 59%  
0% 2.0% 27%* 生存胎児数減少 

2.0% 0% 74%  

0、2.0% 
 
Task3 
非投与雌雄との 1週間の交配期間

(非投与) 後 3 週間 
 

*: P< 0.01 
 
剖検結果 
雄2.0% : 運動精子数減少、精巣重量低

値 
雌: 生殖器系に異常なし 

同群の雌雄との交配結果 
 
受胎率 (妊娠ペア / 同居ペア) 低下 
雄 雌 受胎率 コメント 
0% 0% 55%  

0.5% 0.5% 65%  
1.0% 1.0% 45% 交配率低下 

経口投与

(飲水) 
 

0、0.5、1.0% 
 
Task4 
Task2 の離乳児 (雌雄各 20 匹/群) 
に親世代と同じ濃度の水を与え、

生後 74±10 日目から同群の雌雄

と 1 週間の交配期間を設け (交尾

成立後の雌は単独飼育)、その後 3
週間 (投与) の分娩状況を観察し

た実験 
 

 
剖検結果 

F1： 
雄1.0% 精巣上体尾部の重量減少、運動

精子数減少 
雌1.0％: 肝臓重量減少、生殖器系に異

常なし 

マウス 
ICR 
投与群:  
雌雄各20
匹/群 
対照群:  
雌雄各40
匹 
 

生殖毒性に対する NOAEL  
F0： 0.5% (931 mg/kg/日) 本評価書判断 
F1： 0.5% (931 mg/kg/日) 本評価書判断 

U.S. NTP, 
1985 

 

ラット 
SD 
雌 
9-20 匹/群 

吸入暴露 妊娠 7-15 日目

7 時間/日 
帝王切開：20
日目 

0、130、390、600 
ppm (0、696、
2,091、3,212 
mg/m3) 

390 ppm以上:  
吸収胚の増加 

600 ppm:  
全吸収 

胎児: 
130 ppm  

胎児体重低値 
大動脈弓の血管輪 (1%) 
骨格変異発生率の増加（14肋骨、

14%） 
390 ppm:  

胎児体重低値 
IV型 (筋性) 心室中隔欠損 (5%) 
大動脈弓の血管輪 (2%)  

Nelson et 
al., 1984 
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動物種・性

別・週齢 
投与方法 投与期間 

投与量 
結    果 文献 

骨格変異は発生率の増加（14肋骨、

63%） 
 
発生毒性 

LOAEL = 130 ppm (696 mg/m3) 
ラット 
F344 
雌 
30 匹/群 

吸入暴露 妊娠 6-15 日目

6 時間/日 
 
帝王切開：21
日目 

0、50、100、200、
300 ppm 
(0、270、540、
1,080、1,620 
mg/m3) 

母動物: 
100 ppm 以上:  

肝臓相対重量増加、赤血球数、ヘモ

グロビン量、ヘマトクリット値及び

平均赤血球容積の減少 
200 ppm 以上:  

体重増加抑制、摂餌量減少 
白血球数増加、血小板数減少 

300 ppm: 
着床後胚児死亡率の増加 
 

胎児: 
100 ppm 以上: 

内臓変異発生率増加（左鎖骨下動脈

起始変異） 
200 ppm 以上: 

胎児体重低値 
骨格変異発生率増加 (頚肋骨、14 肋

骨) 
内臓奇形発生率増加傾向 

300 ppm: 
内臓軽度異常発生率増加 (水腎症) 
内臓奇形発生率増加 (心室中隔欠損 
(5.4%)、大動脈弓の血管輪 (8.0%)、
右鎖骨下動脈起始異常 (4.2%)、左鎖

骨下動脈起始異常(3.5%))  
 
(母動物)  

NOAEL = 50 ppm (270 mg/m3) 
(発生毒性) 

NOAEL = 50 ppm (270 mg/m3) 

Tyl et al., 
1988 
 

ウサギ

Dutch 
雌 
8 匹/群 

吸入暴露 
(全身) 

妊娠 6-18 日目

6 時間/日 
 
帝王切開 29 日

目 

0、524、1,339、
2,468 mg/m3 

母動物： 
524 mg/m3以上: 

体重増加抑制、摂餌量減少 
2,468 mg/m3: 

着床後胚吸収増加 
胎児: 
524 mg/m3以上: 

胎児体重低値 
外表奇形の発現なし 

Tinston, 
1983 

ウサギ

Dutch 
雌 
24 匹/群 

吸入暴露 妊娠 6-18 日目

6 時間/日 
 
帝王切開：29
日目 

0、25、100、400 
ppm 
(0、134、535、2,225 
mg/m3) 

母動物: 
400 ppm:  

体重増加抑制、摂餌量減少 
ヘモグロビン量の低値 
着床後胚損失率の増加、生存児数の

減少 
胎児: 
100 ppm以上:  

胎児体重低値 
骨格変異発生率増加 (13肋骨) 

Doe, 1984
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動物種・性

別・週齢 
投与方法 投与期間 

投与量 
結    果 文献 

400 ppm:  
骨格奇形 (脊椎骨の不整合・片側過

剰) 発生率増加 (6.6%) 
頚椎体、胸骨核化骨遅延 
内臓軽度異常 (腎盂拡大、脾臓小) 
発生率増加 

 
(発生毒性) 

NOAEL = 25 ppm (134 mg/m3) 
ウサギ 
New 
Zealand 
White 
雌 
24 匹/群 

吸入暴露 妊娠 6-18 日目

7 時間/日 
 
帝王切開：29
日目 

0、50、100、200、
300 ppm 
(0、270、540、
1,080、1,620 
mg/m3) 

母動物: 
100 ppm以上:  

体重増加抑制 
血小板数減少 

200 ppm以上:  
全胎児死亡母動物数の増加 
糞の潜血、摂餌量減少 

300 ppm: 
肝臓絶対重量増加 
平均赤血球容積減少 

胎児: 
100 ppm以上:  

第6胸椎分節の未骨化発生率増加 
200 ppm以上:  

胎児体重低値 
内臓奇形発生率増加 (心室中隔欠

損 (8/11)) 
300 ppm:  

外形異常発生率増加 (尾の形態異

常 (100%)、耳介低形成 (46%)) 
内臓奇形発生率増加 (腎臓欠損 
(2/11)) 
骨格変異 (過剰肋骨 (2/5)) 
 

(母動物)  
NOAEL = 50 ppm (270 mg/m3)  

(発生毒性)  
NOAEL = 50 ppm (270 mg/m3)  

Tyl et al., 
1988 
 

 

 

7.3.6 遺伝毒性 (表 7-6) 

酢酸 2-エトキシエチルの遺伝毒性については、in vitro では、ネズミチフス菌を用いた復帰突

然変異試験、チャイニーズハムスター卵巣 (CHO) 細胞を用いた遺伝子突然変異試験、姉妹染

色分体交換試験で陰性であり、 CHO 細胞を用いた染色体異常試験では代謝活性化系で高用量

でのみ陽性である。in vivo では、小核試験で陰性である。従って、酢酸 2-エトキシエチルが遺

伝毒性物質である可能性は小さいと考えられるが、データが限られているため、遺伝毒性の有

無については明確に判断できない。 
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表 7-6 酢酸2-エトキシエチルの遺伝毒性試験結果 
用量 結果  

試験系 試験材料 処理条件 
最低   最高 －S9 +S9 

文献 

復帰突然変

異試験 
ネズミチフス菌 
TA98 
TA100 
TA1535 
TA1537 
TA1538 

プレインキュ

ベーション法

8– 5,000μg/plate 

 
－     － 
－     － 
－     － 
－     － 
－     － 

Huls, 1983 

遺伝子突然

変異試験 
HPPRT 試験 

CHO 細胞 ND ND －     － Slesinski et 
al., 1988 

染色体異常

試験 
CHO細胞 ND 3,600–4,400μg/mL

3,000–15,000μg/mL
ND   ＋ 
－   ND 

Slesinski et 
al., 1988 

in 
vitro 

姉妹染色分

体交換試験 
CHO細胞 ND ND －   － Slesinski et 

al., 1988 

in 
vivo 

小核試験 マウス (雄、雌) 
骨髄 

混餌 ND － Slesinski et 
al., 1988 

a) －: 陰性、 ＋: 陽性、 ND: データなし  
b) CHO 細胞: チャイニーズハムスター卵巣細胞 

 

 

7.3.7 発がん性 

調査した範囲内では、酢酸 2-エトキシエチルの発がん性に関する試験報告は得られていない。 

国際機関等では酢酸 2-エトキシエチルの発がん性を評価していない。 

 

7.4 ヒト健康への影響 (まとめ) 

酢酸 2-エトキシエチルは、肺及び皮膚から容易に吸収され、速やかに体内に分布し、エチレ

ングリコールモノエチルエーテル (EGEE) と酢酸に分解する。従って、酢酸 2-エトキシエチル

の代謝は EGEE のそれと同様である。EGEE の代謝には 2 経路が考えられており、第 1 は EGEE

がエトキシ酢酸へ酸化され、さらにグリシン抱合体になって排泄される経路である。ヒトの場

合、エトキシ酢酸は尿中にフリーで排泄され、実験動物では多くがグリシン抱合体として排泄

される。第 2 は O-デアルキラーゼによって EGEE がエチレングリコールに代謝される経路であ

る。多くの試験結果から、代謝物であるエトキシ酢酸の生体内滞留が、標的臓器で観察された

毒性の原因であると推定され、毒性学的に重要であることを示されている。エトキシ酢酸のグ

リシン抱合体は動物でみられるが、ヒトではみられず、ヒトではラットに比べてエトキシ酢酸

の生体内滞留時間が長いため、より高い毒性影響がみられることが予想される。 

ヒトへの影響に関しては、酢酸2-エトキシエチルによる影響と明確に評価できる報告例はな

い。 

実験動物に対する酢酸2-エトキシエチルの急性毒性については、経口投与でのLD50は、ラッ

トで2,900～7,500 mg/kg、モルモットで1,910 mg/kg、ウサギでは1,950 mg/kgである。吸入暴露で

のLC50は、ラットで8,100～12,100 mg/m3 (8時間) である。経皮投与でのLD50は、モルモットで

18,800 mg/kg、ウサギでは10,300～10,500  mg/kgである。ラットでの主な毒性症状としては、

酢酸2-エトキシエチル2,000 ppmを4時間吸入暴露した試験で血尿がみられ、経口投与 (用量不
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明) した試験では腎臓の肥大が認められている。 

刺激性・腐食性については、酢酸2-エトキシエチルは実験動物の眼、皮膚に対して軽度の刺

激性を示す。 

調査した範囲内では、酢酸2-エトキシエチルの感作性に関する試験報告は得られていない。 

反復投与毒性については、酢酸2-エトキシエチルは精巣及び腎臓に対する影響、及び白血球

数の減少がみられている。ICRマウスを用いた5週間経口投与試験で、1,000 mg/kg/日以上で精

巣重量減少、精細管の萎縮、精子、精子細胞及び精母細胞の減少がみられ、NOAELは500 mg/kg/

日である。吸入暴露では、1用量のみの吸入暴露試験であるが、ラット及びウサギに腎炎がみら

れている。 

生殖・発生毒性については、雌雄のマウスに経口 (飲水) 投与した連続交配試験で、F0世代

に対する生殖毒性のNOAELは、生存児 (F1) 数の減少を指標に0.5%、F1世代に対する生殖毒性

のNOAELは、精巣上体重量及び精子数の減少を指標に0.5% (931 mg/kg/日) である。妊娠マウス、

ラット及びウサギを用いた発生毒性試験では、母動物に対しては、体重の低値、吸収胚の増加

及び生存胎児数の減少が認められ、胎児に対しては、母動物に毒性がみられる用量、あるいは

それより低用量で、体重の低値、骨化遅延等の発育抑制作用、さらには外表奇形及び骨格奇形

がみられた。酢酸2-エトキシエチルの発生毒性に対するNOAELは、F344ラットの妊娠6～15日

に吸入暴露した試験における、内臓変異の発生率増加を指標とした、50 ppm (270 mg/m3) であ

る。 

遺伝毒性については、in vitroでは、ネズミチフス菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニー

ズハムスター卵巣 (CHO) 細胞を用いた遺伝子突然変異試験、姉妹染色分体交換試験で陰性で

あり、 CHO細胞を用いた染色体異常試験では代謝活性化系で高用量でのみ陽性である。in vivo

では、小核試験で陰性である。従って、酢酸2-エトキシエチルが遺伝毒性物質である可能性は

小さいと考えられるが、データが限られているため、遺伝毒性の有無については明確に判断で

きない。 

発がん性に関しては、調査した範囲内では、発がん性に関する試験報告は得られていない。 

国際機関等では酢酸2-エトキシエチルの発がん性を評価していない。 
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